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発生!!降ひょう被
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発生!!
国・県・町、被害農家の救済は
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発行日／令和8年（2026年）７月24日
発行責任者／議長　山崎 健吉

　5月13日の降ひょう被害の状況を調査するため、5月21日総
務文教・産業建設常任委員会の合同現地調査を行いました。

　福島県内の降ひょう被害は６億５千万円と、
過去10年で２番目の被害額でありました。
　国見町・桑折町・伊達市の３市町の被害は、
合計165.67haで、全体の約９割におよび桃
を中心に果実がえぐれたり、傷が入ったりし
た他枝葉も損傷しました。
　被害詳細や町の対応については、松浦常雄
議員が一般質問を行っておりますので、P７
をご覧ください。

作物名 被害面積
（ha）

被害額
（千円）

もも 20.31 75,439

すもも
（プラム） 1.78 1,280

おうとう 0.03 95

合　計 22.12 76,814

６月5日
福島県農業振興課  プレリリース

国見町  抜粋
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議案番号 件　　　名 備　　　考 結　果

報　告
第2号 繰越明許費の報告について プレミアム商品券事業など計25事業

　翌年度繰越額	 3億271万3000円 報　告

報　告
第3号 事故繰越しの報告について 道の駅国見あつかしの郷第2駐車場整備工事など計2事業

　翌年度繰越額	 9643万4800円 報　告

報　告
第4号 国見町水道事業会計予算繰越の報告について 石母田唐松配水管布設替工事ほか　計2事業

　翌年度繰越額	 2075万7000円 報　告

報　告
第5号 町が出資している法人の経営状況について 福島地方土地開発公社の令和7年度の決算及び令和8

年度事業計画、予算等の経営状況を報告するもの。 報　告

報　告
第6号 町が出資している法人の経営状況について 国見まちづくり株式会社の令和7年度の決算及び令和

8年度事業計画、予算等の経営状況を報告するもの。 報　告

議　案
第3号

東日本大震災による被災者に対する町民税、
固定資産税、国民健康保険税及び介護保険料
の減免に関する条例の一部を改正する条例

福島第一原発事故に伴う避難者に係る国民健康保険税
及び介護保険料の減免措置を令和8年度課税分まで延
長するとともに、国民健康保険税及び介護保険料の減
免項目を追加するもの。

原案可決

議　案
第4号

国見町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例

国民健康保険法施行令の一部改正による課税限度額及
び軽減判定所得の基準額を改正するもの。 原案可決

議　案
第5号 国見町介護保険条例の一部を改正する条例

令和7年度税制改正に係る介護保険法施行令の一部改
正に伴い、特例措置及び特例減免を適用するため、所
要の改正を行うもの。

原案可決

議　案
第6号 令和8年度国見町一般会計補正予算（第2号） 　歳入歳出補正前	 66億9391万円

　歳入歳出補正後	 67億2737万円 原案可決

議　案
第7号

令和8年度国見町国民健康保険特別会計補正
予算（第1号）

　歳入歳出補正前	 9億7083万円
　歳入歳出補正後	 9億7999万円 原案可決

同　意
第1号

国見町石母田財産区管理委員の選任につき同
意を求めることについて （再任）佐藤金宏　　※欠員補充のため 同　意

同　意
第2号
～
第9号

農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて

（新任）高原雅人
（再任）八島富一、佐藤昭文、吉田和男、佐久間久子、
　　　 佐藤浩信、佐藤武、斎藤勇子

同　意

発　議
第1号 地方財政の充実・強化を求める意見書 請願第1号採択を受け、意見書を提出するもの。 原案可決

発　議
第2号

国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見
書

陳情第3号採択を受け、意見書を提出するもの。 原案可決

発　議
第3号 国見町議会会議規則の一部を改正する規則 男女の議員が活動しやすい環境整備のため、議会への

欠席事由を整備する等の改正を行うもの。 原案可決

議 決 の 結 果 問
佐
藤　

孝
議
員

　

来
年
4
月
か
ら

の
第
10
期
介
護
保
険
計
画

と
介
護
保
険
料
改
定
の
進

め
方
は
。

黒
田
福
祉
課
長　

9
月
頃

に
出
る
国
指
針
を
踏
ま
え
、

町
高
齢
者
福
祉
専
門
委
員

会
で
協
議
す
る
。
年
末
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

2
月
に
議
会
説
明
、
3
月

に
介
護
保
険
運
営
協
議
会

に
諮
り
、
3
月
議
会
で
条

例
改
正
を
予
定
し
て
い
る
。

問
佐
藤　

孝
議
員

　

国
保
基
金
を
国

保
減
税
に
活
用
す
る
方
針

に
変
わ
り
な
い
か
。

大
勝
ほ
け
ん
課
長　

令
和

11
年
度
の
県
内
統
一
税
率

に
備
え
、
激
変
し
な
い
よ

う
対
応
す
る
。

問
佐
藤　

孝
議
員

　

減
税
財
源
と
し

て
11
年
度
ま
で
使
い
切
る

方
針
か
。

大
勝
ほ
け
ん
課
長　

県
方

針
は
14
年
度
ま
で
活
用
可

能
。
以
降
は
県
納
付
金
の

5
％
程
度
を
保
有
し
、
保

健
事
業
等
へ
支
出
す
る
。

問
渡
邉
勝
弘
議
員

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
導
入
の
事
業
に
係
る
委

託
料
6
1
1
万
6
0
0
0

円
の
詳
細
は
。

小
野
税
務
課
長　

全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
に
設
置
し
て
あ
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
税
関
係

証
明
書
を
取
得
で
き
る
。

利
用
者
の
利
便
性
と
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
導
入
し

た
い
。

問
渡
邉
勝
弘
議
員

　
導
入
さ
れ
た
場

合
、
全
国
で
取
得
可
能
と

な
る
の
は
い
つ
か
ら
か
。

小
野
税
務
課
長　

補
正
予

算
成
立
後
に
手
続
き
を
進

【
議
案
第
５
号
】

介
護
保
険
条
例
改
正
関
係

【
議
案
第
7
号
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

条
例
改
正

【
議
案
第
6
号
】

令
和
8
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

め
、
早
け
れ
ば
12
月
頃
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

問
渡
邉
勝
弘
議
員

　
阿
津
賀
志
山
展

望
台
の
解
体
と
あ
る
が
、

今
回
は
補
強
工
事
で
な
く

解
体
の
委
託
料
な
の
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

国

見
町
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
第
２
期
計
画
に
基

づ
く
も
の
で
、
老
朽
化
が

進
ん
だ
展
望
台
の
撤
去
に

係
る
実
施
設
計
委
託
料
の

補
正
で
あ
る
。

問
渡
邉
勝
弘
議
員

　
解
体
の
完
了
予

定
は
い
つ
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

解

体
に
つ
い
て
は
、
次
年
度

以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

問
佐
藤
定
男
議
員

　

解
体
の
後
は
ど

う
す
る
の
か
。
新
た
な
展

望
台
を
建
造
す
る
の
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

解

体
後
に
つ
い
て
は
、
国
見

町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
第
2
期
計
画
に
基
づ

き
、
山
頂
付
近
の
保
全
と

活
用
の
両
立
を
図
り
な
が

ら
再
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

老朽化のため封鎖している阿津賀志山展望台
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降ひょう被害状況と
その対策は

問
　

去
る
5
月
13
日

に
町
内
及
び
近
隣

市
町
に
降
っ
た
ひ
ょ
う
に

よ
る
果
樹
の
被
害
面
積
は

ど
の
く
ら
い
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

も

も
が
約
20 

ha
、
す
も
も
が

約
2
ha
、
さ
く
ら
ん
ぼ
が

約
0
・
03 

ha
、
合
わ
せ
て

約
22
・
12 

ha
で
あ
る
。

問
　

果
樹
の
被
害
額

は
お
よ
そ
ど
の
く

ら
い
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

も

も
が
約
７
５
０
０
万
円
、

す
も
も
が
約
１
３
０
万
円
、

さ
く
ら
ん
ぼ
が
約
10
万
円
、

合
計
で
約
７
６
４
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
被
害
を
受
け
た

農
家
へ
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

今

後
降
ひ
ょ
う
被
害
の
状
況

を
精
査
し
、
国
や
県
、
Ｊ

Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
や
被
害

の
あ
っ
た
市
町
村
等
と
連

携
し
、
支
援
に
つ
い
て
対

応
し
て
い
く
。

問
　
果
樹
共
済
等
に

加
入
し
て
い
る
農

家
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

令

和
8
年
度
で
68
世
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
体
の
約
27

％
で
あ
る
。

問
　

果
樹
共
済
等
の

加
入
者
が
少
な
い

要
因
は
何
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

加

入
条
件
等
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
聞
く
。
経
営
規
模

の
違
い
や
多
角
化
、
販
売

ル
ー
ト
の
多
様
化
な
ど
に

よ
る
加
入
意
識
と
の
ア
ン

マ
ッ
チ
が
要
因
と
考
え
ら

れ
る
。

問　
被
害
農

家
の
支
援

は
、
果
樹

共
済
の
ほ

か
に
、
収

入
保
険
の

道
が
あ
る

が
、
掛
け

金
が
高
い

と
い
う
声

が
あ
る
。

掛
け
金
の

補
助
率
を

上
げ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

県

で
は
、
新
た
に
収
入
保
険

に
加
入
す
る
方
に
対
す
る

補
助
率
を
3
分
の
1
か
ら

2
分
の
1
に
か
さ
上
げ
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　
こ
の
度
の
降
ひ

ょ
う
に
よ
る
被
害

は
、
4
年
前
に
次
ぐ
5
億

6
千
万
円
か
ら
7
億
円
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
被
害

農
家
の
営
農
意
欲
を
保
持

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
い
く
の

か
。

大
勝
産
業
振
興
課
長　

今

後
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な

対
策
や
支
援
が
必
要
な
の

か
検
討
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

松ま
つ

浦う
ら

常つ
ね

雄お

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら

▲
議
会
中
継
ア
ー
カ
イ
ブ

令
和
8
年
第
1
回
議
会
定

例
会�

（
3
月
30
日
開
催
）

　

専
決
処
分
の
承
認
1
件
、

条
例
改
正
1
件
、
令
和
7

年
度
補
正
予
算
（
一
般
会

計
、
し
尿
処
理
会
計
、
ご

み
処
理
会
計
）
お
よ
び
令

和
8
年
度
予
算
（
一
般
会

計
、
し
尿
処
理
会
計
、
ご

み
処
理
会
計
）
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
の
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◦
専
決
処
分
の
報
告
（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ

い
て
）

◦
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組

合
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◦
令
和
7
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

◦
令
和
7
年
度
し
尿
処
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

◦
令
和
7
年
度
ご
み
処
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）

◦
令
和
8
年
度
一
般
会
計

予
算

◦
令
和
8
年
度
し
尿
処
理

事
業
特
別
会
計
予
算

◦
令
和
8
年
度
ご
み
処
理

事
業
特
別
会
計
予
算

令
和
8
年
第
2
回
議
会
臨

時
会�

（
5
月
18
日
開
催
）

　

伊
達
市
議
会
議
員
改
選

に
伴
う
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
議
長
に
当
町
選
出
の

渡
邉
勝
弘
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告

1
件
（
ご
み
処
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
繰
越
明

許
費
計
算
書
の
報
告
）、

議
案
と
し
て
工
事
請
負
契

約
の
締
結
1
件
、
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

渡
邉
勝
弘
）

令
和
８
年
第
1
回
議
会
定

例
会�

（
3
月
26
日
開
催
）

　

条
例
改
正
3
件
、
令
和

7
年
度
補
正
予
算
、
令
和

8
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

議
案
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

◦
公
立
藤
田
病
院
組
合
病

院
事
業
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◦
公
立
藤
田
病
院
職
員
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例◦
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◦
令
和
7
年
度
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

◦
令
和
8
年
度
事
業
会
計

予
算

�

（
報
告
者　

蒲
倉　

孝
）

令
和
8
年
第
1
回
議
会
定

例
会�

（
3
月
27
日
開
催
）

　

条
例
改
正
4
件
、
令
和

7
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
令
和
8
年
度
一
般
会

計
予
算
の
計
6
件
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
議
案
の

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

◦
伊
達
地
方
消
防
組
合
行

政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◦
伊
達
地
方
消
防
組
合
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◦
伊
達
地
方
消
防
組
合
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◦
伊
達
地
方
消
防
組
合
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◦
令
和
7
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

◦
令
和
8
年
度
一
般
会
計

予
算

令
和
8
年
第
2
回
議
会
臨

時
会�

（
5
月
27
日
開
催
）

　

伊
達
市
議
会
議
員
改
選

に
伴
い
、
正
副
議
長
が
新

た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
と
し
て
監
査

委
員
の
選
任
お
よ
び
動
産

の
取
得
（
災
害
対
応
特
殊

水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
1

台
）
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

小
林
聖
治
）

伊
達
地
方
衛
生

処
理
組
合
議
会

伊
達
地
方
消
防

組
合
議
会

公
立
藤
田
病
院

組
合
議
会

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務
の
一
部
を
共
同
で
行
う
た

め
に
設
置
す
る
団
体

一※

部
事
務
組
合
報
告

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
議
会

議
長
に
渡
邉
勝
弘
議
員
を
選
出

地面に積もったひょう（写真はイメージです）

取得予定のポンプ自動車
（実際に取得するものとは仕様が異なります）

被害調査の様子
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中学2年生の「立志式」
を開催してはどうか

問
　
立
志
式
に
対
す

る
一
般
論
と
し
て

の
見
解
を
お
尋
ね
す
る
。

宍
戸
教
育
総
務
課
長　

立

志
式
は
数
え
15
歳
を
迎
え

る
中
学
2
年
生
が
大
人
に

な
る
た
め
の
自
覚
を
深
め
、

将
来
の
決
意
や
目
標
を
表

明
す
る
行
事
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　
県
北
中
学
校
で

の
立
志
式
開
催
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
議
論
し

た
こ
と
は
あ
る
か
。

宍
戸
教
育
総
務
課
長　

県

北
中
学
校
に
お
い
て
は
こ

れ
ま
で
議
論
を
し
た
実
績

は
な
い
。
し
か
し
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
や
進
路
指
導
の

問
　
指
定
ご
み
袋
の

供
給
体
制
や
在
庫

管
理
に
対
す
る
認
識
と
、

原
材
料
費
高
騰
に
よ
る
供

給
不
足
が
生
じ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
確
保
に
努
め

る
の
か
伺
う
。

安
藤
住
民
防
災
課
長　

指

定
ご
み
袋
の
安
定
供
給
確

保
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

ご
み
の
排
出
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

6
月
8
日
か
ら
6
月
30
日

ま
で
、
透
明
又
は
半
透
明

の
市
販
袋
に
よ
る
、
臨
時

的
な
代
替
措
置
を
実
施
す

る
。
今
後
も
、
組
合
や
販

売
業
者
と
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
供
給
状
況
の

把
握
に
努
め
て
い
く
。

問
　
家
庭
系
ご
み
減

量
化
を
進
め
る
上

で
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
重
点
的
に
進
め
、
家

庭
内
で
取
り
組
み
や
す
い

実
践
に
つ
い
て
周
知
啓
発

を
進
め
て
い
く
の
か
。

安
藤
住
民
防
災
課
長　

生

ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助

事
業
や
資
源
回
収
団
体
へ

の
報
奨
金
制
度
の
実
施
、

生
ご
み
の
水
切
り
や
食
品

ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
、
ご
み
分
別
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
な

が
ら
周
知
啓
発
を
行
い
、

積
極
的
に
ご
み
減
量
化
を

推
進
し
て
い
く
。

問
　
生
活
環
境
推
進

員
の
活
動
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
、
情
報
共

有
・
活
動
支
援
、
地
域
へ

の
周
知
啓
発
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

安
藤
住
民
防
災
課
長　

地

域
に
お
け
る
環
境
行
政
の

推
進
に
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
と
も
情
報
共
有
し
、

地
域
と
行
政
が
連
携
し
た

ご
み
減
量
化
を
推
進
し
て

い
く
。

問
　
ご
み
問
題
を
単

な
る
廃
棄
物
処
理

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
地
域
と
協
議
し
、
資

源
循
環
な
ど
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

減
量
化
と
資
源
循
環
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

村
上
町
長　

循
環
型
社
会

の
形
成
に
は
、
町
民
の
皆

様
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
情
報
発
信
や

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
引
き
続
き
地
域
関
係

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
ご
み
減
量
化
や
資
源

循
環
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
7
年
度
部

活
動
等
に
お
け
る

遠
征
時
の
移
動
手
段
は
。

宍
戸
教
育
総
務
課
長　

中

体
連
と
吹
奏
楽
等
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
貸
切
バ
ス
を
利

用
、
新
人
大
会
等
は
保
護

者
送
迎
と
し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
部
活
動

等
に
お
け
る
移
動

手
段
に
関
す
る
改
善
・
防

止
対
策
は
。

宍
戸
教
育
総
務
課
長　

文

部
科
学
省
と
国
土
交
通
省

は
、6
月
末
を
目
途
に「
新

た
な
安
全
対
策
の
統
一
基

準
」を
示
す
予
定
で
あ
り
、

国
の
方
針
を
踏
ま
え
学

校
・
保
護
者
会
等
で
安
全

確
保
を
再
確
認
し
て
い

く
。

一
環
と
し
て
、
職
業
講
話

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
な
ど
、
生
徒
が
自
ら

の
生
き
方
や
進
路
を
考
え

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

問
　
立
志
式
は
、
広

く
全
国
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

桑
折
町
で
は
平
成
25
年

度
か
ら
学
校
と
P
T
A
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
式

典
を
自
粛
し
た
時
期
も
あ

っ
た
も
の
の
、
令
和
5
年

度
か
ら
再
開
さ
れ
現
在
に

至
る
。

　

国
見
町
で
も
開
催
し
た

ら
良
い
か
、
そ
の
必
要
は

な
い
か
等
、
様
々
な
角
度

か
ら
の
議
論
を
望
む
が
い

か
が
か
。

宍
戸
教
育
総
務
課
長　

他

市
町
村
の
実
施
状
況
、
成

果
や
課
題
を
参
考
に
し
つ

つ
、「
教
育
効
果
や
時
間

的
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
」「
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
の
意

見
」、
さ
ら
に
は
「
生
徒

自
身
の
考
え
」
な
ど
を
踏

ま
え
、
国
見
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
な
ど
で
関
係

者
の
意
見
を
聴
取
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
答
弁
の
内
容
に

つ
い
て
再
確
認
し

た
い
。

　

開
催
に
つ
い
て
は
教
育

委
員
会
他
、
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
く
、
と
い
う

こ
と
で
よ
い
か
。

宍
戸
教
育
総
務
課
長　

お

質
し
の
と
お
り
で
あ
る
。

問
　
協
議
の
進
め
方

は
色
々
あ
る
か
と

は
思
う
が
、
実
施
す
る
あ

る
い
は
実
施
す
る
必
要
は

な
い
と
い
う
結
論
は
、
い

つ
頃
ま
で
に
出
す
の
か
。

石
幡
教
育
長　

国
見
町
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
予
測

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

国
見
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
な
ど
で
学
校
現
場
や

保
護
者
、
地
域
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
多
様
な
方
策

を
検
討
し
、
生
徒
の
主
体

的
な
学
び
を
支
え
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

　

ま
ず
は
、
今
年
度
、
青

少
年
育
成
町
民
会
議
役
員

会
議
で
色
々
な
方
の
ご
意

見
を
聴
取
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

意
見

　

情
報
過
多
と
も
い
え
る

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
先
ほ

ど
の
教
育
長
答
弁
の
よ
う

に
、
自
分
で
考
え
、
自
分

で
行
動
す
る
力
は
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
る
。
立
志

式
は
こ
の
こ
と
を
確
認
す

る
意
味
で
も
大
変
意
義
が

あ
る
と
思
う
。

　

議
論
を
尽
く
し
て
、
み

な
さ
ん
の
理
解
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
願
う
。

困
難
な
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要

な
力
の
一
つ
と
し
て
、「
自

分
で
考
え
行
動
で
き
る

力
」
の
育
成
を
掲
げ
て
い

る
。

　

立
志
式
は
、
生
徒
が
自

分
の
将
来
や
生
き
方
を
考

え
、
社
会
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
や
責
任
感
を
持
つ

機
会
で
も
あ
り
、
こ
の
理

念
に
合
致
し
て
い
る
。
一

方
、
既
存
の
教
育
活
動
の

中
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や

探
究
学
習
、
地
域
と
の
協

働
活
動
な
ど
、
生
徒
が
自

分
の
将
来
を
考
え
表
現
す

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

議
論
の
結
論
は

　
　
い
つ
頃
に
な
る
か

磐
越
自
動
車
道
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
事
故
に
つ
い
て

　

立
志
式
は
中
学
2
年

生
が
「
志
を
立
て
る
」

節
目
と
し
て
、
自
分
の

将
来
の
こ
と
や
目
標
を

公
の
場
で
宣
言
し
大
人

へ
の
第
一
歩
を
自
覚
す

る
た
め
に
行
う
学
校
行

事
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ごみを削減する
意識高揚の方策は

渡わ
た

辺な
べ

勝か
つ

弘ひ
ろ

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら

▲
議
会
中
継
ア
ー
カ
イ
ブ

佐さ

藤と
う

定さ
だ

男お

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら

▲
議
会
中
継
ア
ー
カ
イ
ブ
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問
　
令
和
７
年
１
月

に
く
に
み
学
園
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

委
員
会
で
協
議
さ
れ
た
、

中
学
校
空
き
教
室
の
仮
称

「
国
見
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」

の
再
協
議
は
さ
れ
た
か
。

宍
戸
教
育
総
務
課
長　

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

委
員
会
で
の
再
協
議
は
行

っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、

小
学
校
に
お
い
て
地
域
連

携
・
教
職
員
支
援
員
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
に
配

置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

安
全
対
策
が
図
れ
る
。
そ

の
成
果
を
見
て
、
中
学
校

に
つ
い
て
今
後
考
え
る
。

問
　
藤
田
保
育
所
、

く
に
み
幼
稚
園
、

国
見
小
学
校
、
県
北
中
学

校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
活
動
や
交
流
は
、

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
。

実
沢
生
涯
学
習
課
長　

藤

田
保
育
所
で
は
、
交
通
安

全
教
室
、
昔
遊
び
な
ど
、

く
に
み
幼
稚
園
で
は
他
に
、

遠
足
の
見
守
り
、
各
種
レ

問
　
町
集
会
施
設
は
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン

等
の
高
齢
者
の
方
々
が
定

期
的
に
利
用
し
て
い
る
。

熱
中
症
対
策
や
緊
急
時
に

備
え
、
冷
暖
房
未
設
置
集

会
施
設
の
改
善
は
、
町
・

県
・
国
が
進
め
る
べ
き
と

思
う
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

村
上
町
長　

熱
中
症
対
策

や
災
害
時
の
安
全
確
保
は

需
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
空
調
設
備

の
工
事
を
必
要
と
す
る
整

備
は
補
助
対
象
と
し
て
い

る
。
令
和
7
年
度
に
拡
充

し
た
補
助
制
度
の
適
切
な

運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
及
び
県
等
の
施
策
や
制

度
の
動
向
に
つ
い
て
、
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

問
　
町
集
会
施
設
建

設
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
に
該
当
す
る
集
会

施
設
は
、
ど
こ
の
地
区
に

そ
れ
ぞ
れ
何
カ
所
あ
る
か

伺
う
。

安
藤
住
民
防
災
課
長　

藤

田
地
区
に
6
カ
所
、
小
坂

地
区
に
9
カ
所
、
森
江
野

地
区
に
7
カ
所
、
大
木
戸

地
区
に
5
カ
所
、
大
枝
地

区
に
5
カ
所
の
合
計
32
カ

所
あ
り
、
住
民
自
身
の
手

に
よ
る
地
域
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
る
集
会
施
設
を

対
象
と
し
て
い
る
。

問
　
災
害
時
の
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
施
設
は
、
ど
の
地
区

に
何
カ
所
あ
る
か
伺
う
。

安
藤
住
民
防
災

課
長　

地
域
防

災
計
画
に
基
づ

き
、
藤
田
地
区

6
カ
所
、
森
江

野
地
区
4
カ
所
、

小
坂
・
大
木
戸
・

大
枝
地
区
に
各

1
カ
所
、
合
計

13
カ
所
あ
り
、

災
害
時
に
お
け

る
受
入
れ
体
制

や
施
設
の
機
能

維
持
に
努
め
て

い
る
。

問
　
集
会
施
設
の
ト

イ
レ
洋
式
化
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

安
藤
住
民
防
災
課
長　

高

齢
者
を
初
め
と
し
た
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
改
修
が
行
わ
れ
て

お
り
、
町
の
施
設
も
含
め

37
施
設
中
27
カ
所
で
、
未

洋
式
化
は
藤
田
地
区
4
カ

所
、
小
坂
地
区
3
カ
所
、

大
枝
地
区
3
カ
所
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
集
会
施
設
の
エ

ア
コ
ン
設
置
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

安
藤
住
民
防
災
課
長　

町

の
施
設
も
含
め
37
施
設
中

26
カ
所
で
、
未
設
置
は
藤

田
地
区
3
カ
所
、
小
坂
地

区
3
カ
所
、
大
木
戸
地
区

1
カ
所
、
大
枝
地
区
4
カ

所
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

ト
イ
レ
の
改
修
お
よ
び
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
に
つ
い

て
も
補
助
対
象
と
し
て
い

る
。

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

国
見
小
学
校
で
は
、
農
業

体
験
、
和
楽
器
の
文
化
体

験
な
ど
、
県
北
中
学
校
で

は
、
書
写
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
地
域
の
方
々

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
学

校
協
働
本
部
で
実
施
し
て

い
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
り
、
平
成
27
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

問
　
国
見
町
地
域
協

働
本
部
、
く
に
み

学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
委
員
会
や
、
国
見

の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で

も
、
地
域
と
の
連
携
の
重

要
性
や
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
良
い
影
響
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
中
学
校
の
「
国

見
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」
に
、

警
察
官
に
同
席
い
た
だ
く

こ
と
で
安
全
性
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
。
地
域
全
体

で
少
し
ず
つ
行
動
に
移
し

て
は
ど
う
か
。

石
幡
教
育
長　

当
町
の
教

育
は
地
域
に
開
か
れ
た
学

び
を
大
切
に
し
て
い
る
。

地
域
全
体
で
学
校
を
支
え

る
取
り
組
み

は
、
国
見
町

の
誇
る
教
育

の
姿
。
地
域

に
触
れ
る
機

会
を
教
育
活

動
に
意
図
的

に
位
置
づ
け
、

「
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の

人
か
ら
大
切

に
さ
れ
て
い

る
」、「
国
見

町
で
育
っ
て

よ
か
っ
た
」、「
将
来
、
地

域
住
民
と
し
て
恩
返
し
し

た
い
」
と
思
え
る
活
動
と

環
境
づ
く
り
を
、
学
校
現

場
と
と
も
に
具
現
化
し
て

い
き
た
い
。

問
　
中
学
校
の
「
国

見
ふ
れ
あ
い
ル
ー

ム
」
設
置
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
検
討
し
た
う
え
で

早
期
に
実
行
し
て
ほ
し
い
。

石
幡
教
育
長　

小
学
校
の

成
果
を
検
証
し
な
が
ら
中

学
校
に
お
い
て
も
必
要
か

ど
う
か
検
討
す
る
。

町集会施設の「熱中症対策」
について今後の改善は

蒲か
ば

倉く
ら

孝た
か
し

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら

▲
議
会
中
継
ア
ー
カ
イ
ブ

県北中学校の「国見ふれあい
ルーム」のプレオープンは

佐さ

藤と
う

多た

真ま

恵え

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら

▲
議
会
中
継
ア
ー
カ
イ
ブ

町
集
会
施
設
の
現
状
は

内谷春日神社太々神楽

学校支援ボランティアの活動
（写真は幼稚園でのれくおばさんの様子）

集会施設で活動するいきいきサロン
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　４月24日（金）・25日（土）、観月台文化センター大研修室において、議会報告懇談会を開催しま
した。定例会３月会議（当初予算等）および常任委員会活動について報告を行った後、意見交換を
行いました。その内容について、以下のとおりお知らせします。

令和８年度 第１回議会報告懇談会

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q
QA

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

　議会報告会懇談会への参加者が少ない。町民
一人一人に議会に関心を持つよう、参加をお願
いするよう、議員も危機感持っていかないと変
わらない。

　国見町の行政の中で一番良いのは教育で、児
童生徒のサポートに手厚い配慮がある。給食も
良い。多くの高齢者が好きなサークル活動に取
り組んでいる、これらの良いところを発信し町
民に知らせてほしい。
　行政の報告だけでなく、当町の良いところ、
残っている課題、改善されたことなども発信し
て町民が行政への関心を持つよう、議会だより
等でアピールしてほしい。

　多目的施設の整備について、社会福祉協議会
の各種事業、寿クラブでの活用、空調設備の整
った避難所としての施設設置について要望を提
出した。予算15万円の検討委員会とは何をする
のか。

　まちの駅整備事業のイメージは。既存の施設
の利用か、建設するのか。

　国見町には目的を持って活動している高齢者
や団体がある。その活発な方を巻き込み、皆で
まちの駅に携わるのも良い。議員は、町長への
質問だけでなく、町民が主体的に活動し、行政
とリンクさせてまちの駅を一緒に土台から構築
し進めるべき。

　まちの駅について、町長の具体的なイメージ
が全く伝わらない。道の駅でさえ駐車場に困っ
ているのに、駐車場のない商店街の空き店舗利
用では町外の方は来ない。予算50万円となって
いるが、これで何をしてどのような効果あるの
か、議会で追及してほしい。

　国見町デイサービスセンターの終了について、
職員確保が問題であれば、福祉等の人材定着の
ため就業年数に応じ補助金を出す町がある。そ
のような提案をしてはどうか。

　上野台運動公園総合運動場の除草剤を撒くの
に寒い時期に効果があるが、予算がないと言わ
れた。良い時期のタイミングと予算を検討して
ほしい。

　新規就農に対する支援が、近隣の市町村より
見劣りすると思う。特に地産産業の桃について、
充実した支援策を考えてほしい。
　ビジネス訓練所の予算と実際の効果の関係の
話も聞きたい。

　今は町との懇談会のようなものがない、総合
計画にしても概要版の配布のみで説明がなく、
町民に何を見てもらいたいのかわからない。

　農家の高齢化が進み、後継者もいない。土地
を荒らしておけないので農業委員会に相談した
ところ、できる範囲で管理するよう言われたが、
1人では限界にきている。
　農業委員会に相談したが営農する人がいない
との回答、シルバー人材センターに草刈の依頼
を考えても根本的な問題解決にはいたらない。

　観月台公園で、木の剪定などをしている人を
見かける。ボランティアかどうかわからないが
陰で活動されている方に具体的に感謝状とかで
評価、感謝すべきと思う。

　プレミアム商品券について、当町は5千円を
払い1万5千円の商品券と交換の引換券を配布
している。桑折町は一人1万円の商品券を配布
した。1万円は国からの交付金である。当町で
は5千円を払う必要があることに違和感を持つ。
議会を通じて町側に話してほしい。

　国見町デイサービスセンター終了に伴い、今
までの利用者と家族の声は把握しているのか。　町内会長、全戸配布で案内をしているが、具

体的に町内の集会時に出向いての周知等はして
いない。今後検討していく。

　引き続き町の良いところの発信について勉強
していきたい。

　整備内容などを議論いただく予定です。
� 【企画調整課】

　国見町のまちの駅につきましては、「まちの駅
設置検討委員会」でその機能や空き店舗の利活
用など、委員の皆様と議論を深めていきたいと
考えます。� 【産業振興課】

　国見町デイサービスセンターの事業は、令和
4年度から赤字決算になりました。事業の見直
しを行ってきましたが、利用者の減少や物価高
騰による経費増大もあり、赤字経営が続きました。
　このことを受け、町では国見町デイサービス
センター検討委員会を立ち上げ、協議を行いま
した。
　委員会からも閉所はやむなしとの協議結果が
提出され、苦渋の決断ではありますが、最終的
にはデイサービスセンターの存続は困難と判断
し、閉所することに至りました。� 【福祉課】

　芝生の除草剤散布については、雑草が生える
前の3～4月頃に散布し、既に生えた雑草には
6～9月頃の生育期に随時散布しています。
　除草剤の予算は当初予算に計上してあります。
� 【生涯学習課】

　国見町の新規就農、営農支援は、他の市町村
と比較して多様なメニューを揃えています。
◦農業資材高騰対策として緊急支援補助金を

実施
◦渇水対策の予算確保（県北地方では福島市

と国見町のみ）
◦農業機械購入、カメムシの防除、大型免許

取得の支援
　これら様々な支援を実施しているのは県内で
も少数です。また、町単独の経営開始資金貸付
金を予算化し、国の制度と合わせ、新規就農時
の資金を手厚くしています。
　さらに、新規就農者の支援組織である「あつ
かし農友会」や「新規就農者定住支援協議会」（事
務局はくにみ農業ビジネス訓練所）による就農
前後の相談や支援も国見町独自の強みです。引
き続き、他町村の支援状況や農業経営者の意見
を取り入れ、さらに充実してまいります。
　なお、「くにみ農業ビジネス訓練所」の運営方
法については引き続き議論していきます。
� 【産業振興課】

　今年の秋（9月下旬～11月頃）に町長との懇談
会（座談会）の開催を予定しています。なお、開
催の際は広報くにみ等でお知らせいたします。
� 【総務課】

　計画期間10年（令和3年度～令和12年度）の中
間年度に見直しを行ったため、説明会は開催せ
ず、要点をまとめた概要版の配布としました。
　ご不明な点があれば、お問い合わせください。
� 【企画調整課】

　町内全域での後継者不足は深刻な課題と認識
しております。
　農業委員会では農地の斡旋や「地域計画」によ
る借り手確保に努めています。
　しかし、耕作条件等により集約が困難な農地
は、所有者による保全管理が必要です。個人の
対応が困難な場合は、地域の「多面的機能支払
交付金事業」の組織活用や、「シルバー人材セン
ター」への除草依頼等の手段がございますので、
ご検討をお願いします。
　なお、引き続き他自治体の先進事例等の調査
も行います。� 【農業委員会】

　観月台公園の樹木の剪定などは「観月台公園
管理会」の活動等により、定期的に行っています。
　ご質問の件については、管理会の活動以外の
方であれば、まずはその方がどなたかを確認し
ます。
　その後の対応については、観月台公園管理会
とも協議しながら検討します。� 【建設課】

　各市町村の独自の考え方によるものであると
考えますが、当町におけるプレミアム商品券の
物価高騰対策は、スタンプによる地域密着店の
利用促進や金額の増加による購買意欲の促進と
して取り組んでおり、国からも優良事例として
全国に紹介されました。
　なお、子育て世帯や町県民税非課税世帯につ
いては1万円の商品券を配布しています。
� 【産業振興課】

　国見町デイサービスセンター閉所に向けての
説明会を開催し、ご本人様、ご家族様からご意
見をいただきました。
　いただいたご意見には丁寧な説明をし、対応
をしました。� 【福祉課】

町民のみなさまと意見交換意見交換

議会への意見・要望

町への意見・要望
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３月２日

令和８年第３回定例会３月会議 全議員

全員協議会 全議員

総務文教常任委員会 総務文教常任委員

産業建設常任委員会 産業建設常任委員

３月６日
議会運営委員会 議長ほか６名

全員協議会 全議員

３月９日
～12日 議案調査会 全議員

３月11日 全員協議会 全議員

３月13日 県北中学校卒業証書授与式 議長

３月14日 藤田保育所修了証書授与式 議長

３月16日
議会運営委員会 議長ほか６名

全員協議会 全議員

３月17日 交通対策協議会 議長

３月18日 くにみ幼稚園修了式 議長

３月23日
国見小学校卒業証書授与式 議長

福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

３月24日
広報常任委員会 広報常任委員

伊達郡町村議会議長会正副議長事
務局長会議（福島市） 正副議長

３月25日 産業建設常任委員会視察研修 産業建設常任委員
４名

３月26日
全員協議会 全議員

公立藤田病院組合議会定例会 組合議員

３月27日 伊達地方消防組合議会定例会（伊
達市） 組合議員

３月30日 伊達地方衛生処理組合議会定例会
（伊達市） 組合議員

３月31日 職員退職辞令交付式 議長

４月１日

各行政機関辞令交付式 議長

新規採用職員辞令交付式 議長

議会事務局職員辞令交付式 議長

監査委員事務局辞令交付式 議長

４月７日
全員協議会 議長ほか８名

広報常任委員会 委員長ほか４名

４月６日
国見小学校入学式 議長

県北中学校入学式 議長

４月８日
くにみ幼稚園入園式 議長

町内会長会議 議長

４月９日 桑折地区交通安全協会定期総会 議長

４月11日 町体育協会総会 議長

４月14日
伊達郡町村議会議長会議（福島市） 正副議長

伊達郡振興懇談会（福島市） 正副議長

４月15日
　～16日

令和８年度監査委員特別セミナー
（千葉県千葉市） 監査委員

４月16日 県北浄化センター環境を守る会総
会 議長

４月19日
消防団第４分団第２部（川内）消
防屯所落成式 議長

内谷春日神社例大祭・太々神楽奉納 議長

４月20日 全員協議会 全議員

議員活動報告議員活動報告 (令和８年３月２日以降)(令和８年３月２日以降)

４月21日

令和８年度第１回臨時会４月会議 議員10名

議会運営委員会 議長ほか６名

全員協議会 議員10名

議員懇談会 議員10名

全員協議会 議員10名

４月23日 国見町義経まつり実行委員会 議長

４月24日
寿クラブ連合会総会 副議長

議会報告懇談会① 議長ほか10名

４月25日
郷土史研究会総会 議長

議会報告懇談会② 議長ほか９名

４月27日 例月出納検査 監査委員

４月28日 福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査（福島市） 議長

４月30日 健康推進員協議会総会 議長

５月３日 春の藤原まつり（岩手県平泉町） 議長

５月10日 町駅伝競走部総会 議長

５月11日 議会運営委員会 議長ほか４名

５月12日 伊達郡町村議会議長会決算監査 議長

５月16日
国見町文化団体連絡協議会総会 議長

「東京ふるさと国見会」歴史講演会
及び総会・交流会（東京都荒川区） 副議長

５月18日 伊達地方衛生処理組合議会臨時会 組合議員

５月19日

伊達郡町村議会議長会議（福島市） 正副議長

土地開発公社評議委員会 評議委員

議員懇談会 議長ほか９名

総務文教常任委員会 常任委員

産業建設常任委員会 常任委員

５月21日
産業建設・総務文教合同常任委員
会（産業振興課所管事務調査） 議長ほか８名

広報常任委員会 常任委員

５月25日
福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

例月出納検査 監査委員

５月26日 全国町村議会議長・副議長研修会
（東京都千代田区） 正副議長

５月27日

国見町シルバー人材センター令和
８年度定時総会 議長

伊達地方消防組合議会全員協議会 組合議員

伊達地方消防組合議会臨時会 組合議員

５月28日

全員協議会 議長ほか９名

国見町青少年育成町民会議役員会 議長

国見町青少年育成町民会議総会 議長・総務文教常
任委員長

５月29日 国見町商工会通常総会 副議長

６月２日 県町村議会議長会定期総会（福島
市） 議長

６月８日

議会運営委員会 議長ほか５名

全員協議会 議長ほか９名

総務文教常任委員会 常任委員

広報常任委員会 常任委員

常 任 委 員 会 Report

■令和8年5月19日
·総務文教常任委員会行政調査について
■令和8年６月8日
·ほけん課所管事務調査
　国民健康保険税について
·教育総務課所管事務調査
　部活動等の移動時における安全確保に

ついて

■令和8年６月12日
　請願第1号、陳情第3号および第4号

について審査を行い、いずれも〈採択〉
と決しました。

※詳しくは下記の「みなさんからの請
願・陳情」をご覧ください。

■令和8年5月19日
·産業振興課所管事務調査
◦旧稚蚕飼育所の解体除却について

◦道の駅国見あつかしの郷第2駐車場
について

■令和8年7月1日
　県町村議会議長会主催による町村
議会広報研修会に参加し、議会広報
紙づくりのノウハウについて学びま
した。
　①広報マインドと伝わる議会報づ

くり
　②議会報クリニック（国見町ほか

7町村）

総務文教常任委員会

産業建設常任委員会

広報常任委員会

·
請
願
第
1
号　

地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の

請
願

提
出
者

日
本
労
働
組

合
総
連
合
会　

福
島
県

連
合
会
伊
達
地
方
連
合

会
　

議
長　

髙
橋
誠
一

結　

果

採
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
て
審
議
）
↓
意
見

書
提
出
案
可
決（
議
会
・

全
会
一
致
）

·
陳
情
第
3
号　
﹁
国

の
﹃
被
災
児
童
生
徒
就

学
支
援
等
事
業
﹄
の
継

続
と
、
被
災
児
童
生
徒

の
十
分
な
就
学
支
援
を

求
め
る
意
見
書
﹂
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

提
出
者

福
島
県
教
職

員
組
合

　

中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　

酒
井
和
紀

結　

果

採
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
て
審
議
）
↓
意
見

書
提
出
案
可
決（
議
会
・

全
会
一
致
）

·
陳
情
第
４
号　

公
立

中
学
校
に
お
け
る
平
和

教
育
及
び
校
外
学
習
の

政
治
的
中
立
性
と
安
全

確
保
を
求
め
る
陳
情

提
出
者

学
校
教
育
の

中
立
性
と
透
明
性
を
守

る
福
島
県
民
の
会

　

代
表　

鴫
原　

隆

共
同
提
出
者

前
参
議
院
議
員

　
　
　
　

浜
田　

聡

結　

果

採
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
て
審
議
）
↓
本
会

議
に
て
報
告
・
採
択

請請請
願願願
１
件

陳陳陳
情情情
２
件

み
な
さ
ん
か
ら
の

　
　

請
願
・
陳
情
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に
な
る
。
大
枝
地
区
で
は
、
地
域
の

人
達
が
顔
を
合
わ
せ
楽
し
め
る
機
会

を
創
ろ
う
と
、
10
月
4
日
に
敬
老
事

業
と
し
て﹃
集
い
2
0
2
6
in
大
枝
﹄

を
開
催
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
地

域
の
活
気
を
取
り
戻
す
一
歩
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

地
域
を
守
る
に
は
行
政
任
せ
で
は

な
く
、
地
域
間
の
協
力
や
連
携
、
役

割
分
担
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め

に
﹃
地
域
力
﹄
を
高
め
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
、
最
近
と
み
に
思
っ
て
い

る
。

20
年
前
ま
で
大
枝
地
区
に
は
「
元

朝
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
球
技
大
会
・
大

運
動
会
」
な
ど
、
地
域
の
人
達
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
顔
を
合
わ

す
機
会
も
あ
っ
た
。
私
も
、
当
時
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
役
員
と
し
て

参
画
し
て
い
た
。

　

そ
れ
が
、
20
年
の
間
に
す
っ
か
り

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
人
口

減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
時
代
背

景
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、﹃
地
域

力
の
低
下
﹄
が
如
実
（
に
ょ
じ

つ
）
に
現
れ
て
お
り
、
顔
が
見

え
な
い
と
言
う
事
が
犯
罪
抑
制

や
、
災
害
時
の
対
応
へ
の
足
枷

（
あ
し
か
せ
）
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
る
。

　

敬
老
会
は
、
今
年
か
ら
町
主

催
で
は
な
く
地
域
の
希
望
開
催

広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長

蒲
倉　
　

孝

　

副
委
員
長

小
林　

聖
治

　

委　
　

員

山
崎　

健
吉

　
　

同

渡
邉　

勝
弘

　
　

同

八
巻
喜
治
郎

　
　

同

斎
藤　
　

樹

編  

集  

後  

記

私
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
発
生
し

た
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
る

原
油
や
ナ
フ
サ
の
供
給
不
足
は
、

国
見
町
で
も
家
庭
用
ご
み
袋
が

一
時
的
に
品
切
れ
す
る
な
ど
決

し
て
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

最
近
で
は
市
街
地
も
含
め
た

ク
マ
に
よ
る
被
害
や
、
部
活
動

送
迎
時
の
事
故
発
生
、
ま
た
、

5
月
半
ば
に
は
伊
達
郡
一
帯
に

お
け
る
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
解
決

す
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
や
町
政
発
展
の

た
め
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
斎
藤　

樹
）

6
月
2
日
、
地
域
の
振
興
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
議
会

の
活
性
化
に
努
め
た
功
績
に
対
し

て
国
見
町
議
会
、
議
員
在
職
20
年

以
上
の
特
別
功
労
者
と
し
て
松
浦

常
雄
議
員
と
渡
邉
勝
弘
議
員
が
、

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
会
代
表
と
し
て

山
崎
議
長
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

６
月
12
日
の
議
会
定
例
会
6
月
会

議
の
席
上
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
浦
議
員
と
渡
邉
議
員
に
、

山
崎
議
長
か
ら
特
別
功
労
の
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

町議会が 最高の栄誉を受賞 福島県町村議会議長会表彰

広報の表紙にもなった元朝マラソン
（写真は平成8年撮影）

る
。

年
の
間
に
す
っ
か
り

広報の表紙にもなった元朝マラソン

西大枝区長西大枝区長
佐藤　弘利佐藤　弘利さんさん


